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人類はこれまでにも幾度の恐怖に相対してきた。人類史は、社会の成長・成熟とともに現れる「恐怖」

を克服するための歴史とも言える。類人猿の時代から周囲の大型の猛獣の脅威に晒され、安全圏で

ある木々や森を出ることは死を意味していた。

この世界の恐怖がこの種であれば歴史の流れと共に完全に根絶されるはずであるが、文明発祥以

来、人間の生活圏の拡大や科学の進歩によって、常に「未知の恐怖」と闘ってきた。海底や地底、

宇宙といった活動領域の限界や、地震や噴火・天災など既知の生活圏を脅かす現象が出現する。や

がて恐怖は亡霊や悪魔という存在を生み、都市の近代化の果てには隣人さえも疑うようになる。

こうした背景を踏まえ、現代では死、吸血鬼、亡霊といった恐怖達を映画館という安全な場所で疑

似体験しようとしてきた。それはまるで薄めた病原菌で新しい免疫を作るように、未知の恐怖を既

知の恐怖に変換させる。ホラー映画は常に最悪の状況のシミュレーションを想定させ、生存のため

の知恵を働かせる。また実際に抱えている問題から一時目を逸らし、自分よりも過剰に不条理な出

来事を体験することで、自身の不安が矮小化する。

東京都目黒区中央町 (1 丁目・2 丁目 

板橋から大井町まで放射状に延びる都市計画道路「補助 26 号線」の用地取得対象地域。その中の

目黒本町の約 1km の区間であり、残る 4 つの敷地で今まさに切断されようとしている。 都市制作

の一つとして計画決定された都市計画道路は、都市計画法に基づく認可または承認を経て都市計

画道路事業として実施される。先の東日本大地震等を受け都市基盤の改善のため、都市計画道路

という強大な力で、これまで培ってきた来歴・暮らしを上書きするように、計画線が引かれる。そ

の線を外側か内側かであるかというルールで、所有する土地や建物が攫われてしまうかような計画

である。

あるときからホラー映画を見ることが好きになった。

自身の抱えている悩みを健全な形で消費することが出来ず、シーンを通じてより悲惨で不条理な出来事を体

験することで、現実から一時的に目を逸らさせてくれるような気がしていた。スクリーンの過剰な程悲惨な

出来事と比べると、自身の悩みが小さく形骸化されるような感覚があった。

ホラーというジャンルは、観客にネガティブな体験をさせるにもかかわらず、生の実感、幸福のカタルシス

を持つ。何かが潜んでいるような不穏なシークエンスやカットなどを用いて、忌み嫌われるはず恐怖心や嫌

悪感、鑑賞者の好奇心を煽る。ネガティブな感情を与えるにも関わらず、ホラー映画黎明期からエンタメと

して体系づけられ、大衆により消費されてきた背景に注目した。
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恐怖現実に絶望している人間にとって、低刺激でのストレス発散では効果がなく、もっと劇的で体

験のみが現実から一時目を逸らさせ抱えている問題を保留する事が出来る。過剰な程の理不尽や

不幸、悲惨な出来事に直面するシーンの連続により、胸のとっかかりが貼れるような効果。

何かが潜んでいるような不穏なシークエンスやカットなどを用いて、鑑賞者の好奇心を煽る。忌み

嫌われるはず恐怖や嫌悪感などが、ポジティブなものに還元される構造。

私は、ホラーは恐怖の感情を統御する機会を与えると考えている。

フィクションでは実際の危険なしに恐怖を学ぶことができるため、フィクションの恐怖に接するこ

とで、私たちは感情の統御を学ぶ。

つまり、「恐怖への恐怖」として恐怖の感情をコントロールできないという恐怖が、ハロウィンを含

むホラー的な表象に接する理由になっている。ハイデガーによれば死は不安の源泉で、我々はそれ

らを避けるための努力をするはずなのに、ハロウィン等の死体の格好をするイベントが文化となり

得るには、こうした恐怖への予行演習的態度が挙げられる。

そこでホラー映画の近傍を探る事で、その作用の引用を行う。
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補助 26 号線 ( ⽬⿊区中央町 )

間口 4 間ほどの小さな住宅が一軒残る。

隣家は既に解体され新築が建つ。

大部分を失うアパート・アトリエ付き住居

離れ離れになってしまう公園。
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社会背景と密接な相関関係にある建築領域においても、

好奇心を煽る怖いもの見たさや、不穏なオブジェクトを配置することで、

性能や安全、利便性の追及とは異なる、「不穏さ」の有用性を利用できるのではないか。
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類⼈猿の時代から未知の世界へ進むこと、周囲の猛獣の恐怖に晒される等⽬に⾒える恐怖が存在していた。
ただ、⼈類は既知の⽣活圏においても克服が困難な恐怖が付きまとっていた。
度々⼈類に襲い掛かる地震や噴⽕といった天災による⾃然の脅威、、疫病。
これらは共有知の進歩しても理解する事が出来ず、⼈類はこれらに祈祷や供養を重ねる事でしか起こり得
る⽬に⾒えない不安を克服できると信じるしか出来なかった。
⼈類史のスタートは「恐怖を克服するため」のスタートに述べることが出来る。

欧州、特にキリスト教やイスラム教など⼀神教世界では、に誕⽣するのでは、古代から恐怖の対象として
扱われていたのは「悪魔」であった。
「悪魔」は信仰⼼を揺るがせる「恐怖」として描かれ、天災や疫病は正しい信仰を失った⼈々に対する神々
が下す天罰とされていた。ただこの「悪魔」は信仰の⼒によって撃退は出来るもの根絶は出来ない存在で
あった。

映画黎明期の初めて残虐性の表現を⽤いたものとして、リミュミエール兄弟が「シネマトグラフ」を発表
した 1895 年と同年、アルフレッド・スタークによって発表された『スコットランドの⼥王 メアリーの
処刑』が挙げられる。
処刑のシークエンスを捉えた本作は、現代の「同⼀スクリーンを⼤衆で観賞する」スタイルとは異なり、
のぞき窓から個別に映像を覗く・映像時間も 14 秒と⾮常短いものだった。
そのため、ドイツ表現主義の代表作である『カリガリ博⼠』1920、『吸⾎⻤ノスフェラトラ』1922 年が後
のホラー映画に影響を与えた存在とされている。
ホラー映画は F.W. ムルナウ監督ほ初めとして、ドイツ映画界では中⼼的存在であったがアメリカで顕著
なホラー映画が発表されるのは、『オペラ座の怪⼈』1925 年となる。「千の顔を持つ男」と評されたロン・
チェイニーが秀逸なメーキャップ・卓越した演技で怪⼈ファントムを演じ、伝説的作品となった。

トーキー映画が出現した 1927 年『ジャズ・シンガー』以降では、ルックスやスタイルが俳優の存在感を
左右していたサイレント時代とは異なり、多くの俳優にキャリアに終わりが訪れる。映画条件は、⾃然な
対話つまり演じる役に相応しい発声・イントネーションが求められたためである。
そこでハリウッドは映画に変換できそうな⼤衆に⼈気ある芝居を求め、ブロードウェイに⽬を向け、
『ドラキュラ』・『フランケンシュタイン』の⼤ヒットとなる。
これらの⼆⼤怪奇スターをヒットになった背景として、以下のように整理する。

■ドラキュラ
代表的なホラーイコンである吸⾎⻤や狼男は、古い時代から⻄洋の⺠間伝承の中に存在していた。その多
くは墓場を徘徊する異常者や狂⼈がモチーフとなっている。
初めに吸⾎⻤を有名にしたメディアとして、1897 年イギリス作家ブラム・ストーカーの⼩説『吸⾎⻤ド
ラキュラ』である。
①史実を背景としていること
主⼈公ドラキュラのモデルとして、中世ルーマニアに実在した⼤公ヴラド 4世がある。⾃国ではトルコと
戦った英雄として語られるが、他国には残虐性ばかり誇張され伝わり、更には悪魔の⽣まれ変わりとして
恐れられた存在となった。吸⾎⻤の正体をこの悪魔的な⼈物の亡霊とすることで、物語に厚みと深みを持
たせた。
②セックスの隠喩
ホラーに性⾏為を暗に意味する構図を持ち込んでる。吸⾎⾏為は夜這いとレイプの暗喩となり、⽣き⾎を
取られた⼥性が吸⾎⻤となる様⼦も男⼥の交わりを感じさせ、
読者には、恐怖感を与えると同時に、官能的な感覚を刺激される。巧みに⼆つの煩悩をくすぐる点がヒッ
トの由来となっている。

■フランケンシュタイン
プロット：
科学者フランケンシュタインが、「⾃らの⼿で⼈間を造ろう」と死体の⾝体をツギハギに補い、電気ショッ
クを与えて⼈造⼈間を成功させる。⽣まれた怪物は、怖くなった科学者に追い出され、⼈々からもその醜
さから迫害されてしまう。やがて怪物はフランケンシュタインの家族に復讐し、⾏⽅をくらました。怪物
を探すため旅に出たフランケンシュタインは道中の北極で倒れてしまい「過度の科学の追及が、⼈類を不
幸に追いやるだろう」という遺⾔を残して絶命する。

当時の⻄欧は急激に進む科学技術の発展によって、これまでの信仰⼼が揺らいでいた。
原作の⼩説の作者であるメアリ・シェリーは、⼈類のアイデンティティーの危機を感じ取ったとされてい
る。
必ずしも科学は⼈類を幸せにしないというテーマが隠されており、『ジキル博⼠とハイド⽒』にも現れて
くる。⼈格を⼆つに分裂させる薬の開発は、科学者を凶悪な犯罪者に変貌させてしまう。

■スラッシャー映画における「ファイナル・ガール」
プロット：
科学者フランケンシュタインが、「⾃らの⼿で⼈間を造ろう」と死体の⾝体をツギハギに補い、電気ショッ
クを与えて⼈造⼈間を成功させる。⽣まれた怪物は、怖くなった科学者に追い出され、⼈々からもその醜
さから迫害されてしまう。やがて怪物はフランケンシュタインの家族に復讐し、⾏⽅をくらました。怪物
を探すため旅に出たフランケンシュタインは道中の北極で倒れてしまい「過度の科学の追及が、⼈類を不
幸に追いやるだろう」という遺⾔を残して絶命する。

当時の⻄欧は急激に進む

クローバーによると、現代アメリカのホラー映画には以下の特徴がある。

・殺戮者はわずかな例外をのぞいてすべて男性である。
・その多くは性的葛藤を抱え、幼少期の⺟親との関係で深い⼼理的な傷を負っている [4]。
・⼤半は⼈間だが、サメ、カエル、⿃の⼤群などに変容していることもある [4]。
・男の殺害シーンは⼀般に短時間だが、⼥性の場合はクローズアップが多⽤され、苦痛と絶望感がより克
 明に描写される [5]。
・殺される⼥性の多くは、美しく、性的に奔放である（不道徳な性⾏為のあと殺戮が⾏われることも多い）[3]。
・銃⽕器が殺害の道具になることはほとんどなく、多くはナイフ、斧、アイスピック、クワといった古典
的な凶器が⽤いられる [6]。
そしてクローバーによれば最も重要なのは、こうした殺戮と暴⼒の物語を⽣きのびて最後に⽣還するのが、
多くの場合、若く素朴な⼥性だということである。

ビデオレンタル・バブルを追い⾵にホラー映画の需要は増加した。
『ハロウィン』(1978 年 ) が予算 00 万ドルの製作費にも限らず、0000 万ドルの⼤ヒットとなる。このヒッ
トに乗るべく、殺戮者が若者を襲うというフォーマットを模倣した「スラッシャー映画」が⻩⾦時代を迎
えることになる。
『13⽇の⾦曜⽇』(1980)、『エルム街の悪夢』(1984)、『チャイルド・プレイ』(1988)、『キャンディマン』
(1992)、『スクリーム』(1996)『ラストサマー』(1997) など様々なスラッシャー映画が量産された。
後にキャロル・クローバーにより中世⽂学の類似点が挙げられるように、「定型的な物語の流⽤」が⾒られ、
シリーズ化、後にリメイクが繰り返されるなど⼤きな⼈気を博した。
映画界の批評⾯では議論に上がることがなく無視されてきたが、⻑らく⼈気を博した。

また、リドリースコット監督による『エイリアン』(1979) のヒットを⽪切りに、SFホラーというジャン
ルの垣根を超えた作品も発表される。未知の世界からの来訪を描いた映画は続いて『遊星からの物体 X』
(1982) や『プレデター』(1984 年 ) などが⽴て続けにヒットするも、SFアクションとして吸収されていく。

近代化によって都市に様々な⽂脈の⼈々が流⼊し、⾒知らぬ他⼈や招待の分からない隣⼈の恐怖が⽣まれ
う。そうした背景により、アルフレッド・ヒッチコック監督による『サイコ』を契機としたサイコホラー
の誕⽣がある。平凡な隣⼈が実は殺⼈⻤であったという、実話を元にしたリアリスティックさから、1990
年代に『ミザリー』(1990)、『セブン』(1995) といった流⾏が⽣まれる。その後ジョナサン・デミ監督の『⽺
たちの沈黙』がホラー映画として初めてアカデミー作品賞を受賞した。

⽇本においては、
それまでに歌舞伎や落語、講談等で語られていた庶⺠的な怪談物が主流となっていた。
90 年代頃まで「ホラー」という⾔葉は殆ど使われておらず、怪奇映画の名称が⼀般的であった。
⻄洋の悪魔という概念的な存在とは異なり、東洋の怨霊は⽣前恨みを抱えて死んでいった個⼈の霊魂であ
り、具体的な存在としている。⽇本の怪談はその怨霊との闘いがテーマであった。
『⽿なし芳⼀』『番町⽫屋敷』『東海道四⾕怪談』『牡丹灯篭』や『⾬⽉物語』・『東海道四⾕怪談』などでは
⽇本の⾵⼟家屋が巧みに使われている。
80 年代では特殊メイクを⽤いた映画も⾒られ、ビデオテープ普及と共にオリジナルビデオ作品も製作され
るようになる。
この頃から Jホラーの原型のような鶴⽥法男による『ほんとにあった怖い話』などが製作され、嚆⽮的存
在である中⽥秀夫による『⼥優霊』『リング』が⽣まれた。

低迷したホラー映画界を復興させたのは、先のイギリスのハマー・フィルム・プロダクションの功績が⼤
きいが、それに対抗する形でアメリカの製作会社 AIP が 1960 年エドガー・アラン・ポー原作のホラー作
品を次々ヒットさせた。
また同時期にH・G・ルイス監督がストーリー性よりも残虐的な描写による視覚的驚愕を与える映画を製作。
カラーフィルムの誕⽣により、今までに無かった真っ⾚な鮮⾎が流れる様が表現され始め、次第にそれら
は、特殊メイク擬実の発展にも対応し、過激な流⾎描写のある「スプラッター映画」の誕⽣であった。
ただ 1963 年『⾎の祝祭⽇』をはじめとしたスプラッター表現が量産されるが、俗悪なものとして世間か
ら認知されなかった。

70 年代に⼊ると当時イタリアで爆発的に流⾏していたジャッロと呼ばれるサスペンス映画が、エロ・グロ
といた⽣々しい描写を採り⼊れ始めた。犯⼈探しを⾏うサスペンス・ミステリーの構図を取りながら、過
度の流⾎を伴う殺⼈シーンが組み込まれる。
『悪魔のいけにえ』(1974)『フライトメア』(1974)『ラピッド』(1974)
これらの映画のヒットには、⾼い技術と緻密な脚本に⽀えられる /フロイトの精神分析理論を下敷きにし
ているため、H・G・ルイスに⾒られる表層的な⾎みどろ描写ではなく、残虐なシーンを通して⼈間⼼理
に潜む狂気やいじょうせいに触れている点が評価されている。

■ジャッロ
=サスペリア、デボラの⽢い⾁体、サスペリア PART2 など 1960 年代以降イタリアで爆発的な勢いで製作
された、フロイトの精神分析理論の映像化を原点とする、エロ、グロをふんだんに盛り込んだホラー・サ
スペンス映画群。

第⼆次世界⼤戦後、⽶ソ両国を中⼼とした核兵器の開発競争を巡り、両者睨み合う硬直状態が続いていた。
恐怖映画界では「放射脳によって巨⼤化された⽣物」が銀幕に現れ始めた。
『原⼦怪獣現わる』(1953) が怪獣映画のパイオニアとして、蟻や蜘蛛、古代の恐⻯たちが⼤きな躯体の怪
獣となり、⼈々に襲い掛かっていた。

唯⼀の被爆国であった⽇本では本多猪四郎監督『ゴジラ』(1954) において、核や放射能への恐怖が結晶化
された。戦後になっても第五福⻯丸事件などの惨劇から
⼤ヒットの背景として、戦時中のB29 襲来を彷彿させるシークエンスや、ゴジラが撒き散らす放射能によっ
て苦しむ⼈々が描かれるなど、ゴジラは実際に⽇本が体験した恐怖のメタファーとして存在している。

⽬に⾒える恐怖と⻄洋の悪魔 第⼆次世界⼤戦以降 第⼆次世界⼤戦以降
その後、2000年代では限られた空間・舞台装置でストーリーが展開するソリッド・シチュエーション・ホラー
が⼤きな流⾏となる。『キューブ』に始まったこのブームはジェームズ・ワン監督『ソウ』の異例の⼤ヒッ
トによってサブジャンルとして確⽴される。
過度の苦痛や残虐的なシーンの連続は、その後『ホステル』(2005) など含めてトーチャーポルノ (拷問ポ
ルノ )と呼ばれる残酷な演出に特化したホラーが漸進する。

また『ブレア・ウィッチ・プロジェクト』(1999 年 ) の公開を受けて、ビデオカメラの視点で演出される
P.O.V（モキュメンタリー）という斬新な映像表現を⽤いた映画が増加する。2007 年には固定カメラが映
し出す『パラノーマル・アクティビティ』が超低予算ながら社会現象とも⾔える異例の⼤ヒットを記録。
他に『REC/ レック』（2007 年）、『グレイヴ・エンカウンターズ』（2011 年）などがある。

2000 年代で特筆すべき傾向はリメイクであり、
近代ホラーを代表する『悪魔のいけにえ』『13⽇の⾦曜⽇』『エルム街の悪夢』『ハロウィン』
『IT』(1990 年 ) のリメイクである『IT/ イット ʻそれʼ が⾒えたら、終わり。』(2017) はホラー映画史上№
1の興⾏収⼊となった。
また 90-00 年代にかけて陰湿で不穏な表現を特徴とするジャパニーズホラーに注⽬が集まり、『リング』
や『呪怨』などがハリウッドでリメイクがされるなど飽和したホラー界に新しいジャンルが⽣まれた。

2010 年代では「○○してはいけない」という特定の⾏動に巡るアイディアが⾒受けられる。
『ドント・ブリーズ』(2016)、『クワイエットプレイス』(2018) では「⾳を⽴てていけない」、『バードボッ
クス』では「視てはいけない」、『バイバイマン』(2017) では「名前を⼝にしたり考えてはいけない」、な
どある⾏動に因果するような新しい感覚が⾒られる。

トランプ政権下の閉塞的な状況を脱するかのように、既存ジャンルの垣根を超えたジャンルレスなネオホ
ラーが公開され始める。⻘春の⽢酸っぱいティーン群像にセックスによる恐怖の伝番という設定の『イッ
ト・フォローズ』やホラーにしてブラックムービーである『ゲット・アウト』や『Us』などジャンルに囚
われずに正統派のホラー表現を⽤いる作品群が台頭する。
『IT/ イット ʻそれʼ が⾒えたら、終わり。』(2017) においても現代版スタンドバイミーと称されるように、
ホラーの系譜にありながら
『ヘレディタリー /継承』(2018)、『ミッドサマー』(2019) などアリアスター監督作品にもあるよう、ホラー
×他ジャンルが⾒受けられる。

限られた空間・過度の苦痛・限られた視点

SFホラー

サイコホラー

Jホラーのジャンル誕⽣までに

カラーフィルムによる鮮⾎ (スプラッター表現 )

核戦争と放射能

フェミニズムにまつわる変化

リメイクされる近代ホラー・Jホラー

ジャンルレスなネオホラー

ホラー映画黎明期

怪奇スターの誕⽣、「ドラキュラ」・「フランケンシュタイン」

～ 1940 年代～ 1940 年代

黎明期からユニバーサル化、衰退へ黎明期からユニバーサル化、衰退へ

1950 代～ 1970 代1950 代～ 1970 代

終戦 /核 /スプラッター /疫病終戦 /核 /スプラッター /疫病

1980 年代～ 90年代1980 年代～ 90年代

スラッシャー /サイコキラー /J ホラースラッシャー /サイコキラー /J ホラー

2000 年以降2000 年以降

ソリッド /POV/ ジャンルレスホラーソリッド /POV/ ジャンルレスホラー

第⼆次世界⼤戦後、ファンタジー映画の主流は SFに移り、ホラーは低迷する。
しかしハリウッドでは 50 〜 60 年代に暴⼒、性、犯罪に対する規制が緩やかにななり、またテレビに対す
る対抗策としてより刺激的な題材、内容が取り上げられるようになる。
ユニバーサルホラーのカラーフィルムによるリメイクが位置づけられる『フランケンシュタインの逆襲』
(1957) と『吸⾎⻤ドラキュラ』1958 が世界的ヒットになり、
続いてミイラ、狼男らの怪物達も続々復活した。

■ホラーは社会の恐怖をスクリーン上へと移す鏡として機能し

ていることが分かる。

ホラーは、未知の恐怖に対する感情を統御する機会を

与えると考えている。フィクションでは実際の危険な

しに恐怖を学ぶことができるため、フィクションの恐

怖に接することで、私たちは感情の統御を学ぶ。つま

り、「恐怖への恐怖」として恐怖の感情をコントロー

ルできないという恐怖が、ハロウィンを含むホラー的

な表象に接する理由になっている。ハイデガーによれ

ば死は不安の源泉で、我々はそれらを避けるための努

力をするはずであるが、ハロウィン等の死体の格好を

するイベントが文化となり得るには、こうした恐怖へ

の予行演習的態度が挙げられる。

新しい恐怖が生まれる度に、それらを肯定も否定もせ

ず、スクリーン上で変換され後世へと綴られ続ける。

ホラーと社会との関係ホラーと社会との関係

都市計画道路によって住宅たちが、都市計画道路によって住宅たちが、

いまにも切断されようとしている。いまにも切断されようとしている。

そこにあった⽣活が惨殺された現場が、その⽣々しさを失っていく事で本当に良いのだろうか。そこにあった⽣活が惨殺された現場が、その⽣々しさを失っていく事で本当に良いのだろうか。

ホラー映画史を参照してみると、ホラー映画史を参照してみると、

名作と呼ばれるホラーには⼆項の恐怖によって成⽴していることが分かった。名作と呼ばれるホラーには⼆項の恐怖によって成⽴していることが分かった。

⼀つは、背景として恐怖。抑圧された社会構造・感情により⽣まれた恐怖。

⼆つ⽬⼆つ⽬は、スクリーンに現れる直接的な恐怖。演出やプロットにより恐怖⼼を煽る。

ホラーは、不条理な出来事を通して、ホラーは、不条理な出来事を通して、

この構造が、（住宅達を抹消していく計画線の不条理さ）と、

それによって現れる（ネガティブな切断⾯）との関係に、

重ね合わせられるのではないかと考えた。重ね合わせられるのではないかと考えた。

「  不 穏 さ を 不 穏 な ま ま に  」「  不 穏 さ を 不 穏 な ま ま に  」

− 建 築 の ホ ラ ー あ る い は ホ ラ ー の 建 築 に つ い て −



「恐怖」を扱うにあたり、ホラー映画だけではなく、精神分析学や地理学を参照した。恐怖や不穏

さを抱かせるものは何かという命題で議論がされてきた。その議題は、計画道路予定地というある

力を受け続ける不穏な現象を理解するために有用だと考えた。

例えば、精神分析学の始祖であるフロイトは、「不気味な」の言語の領域から探り、ドイツ語

「Unheimlich」において二つの圏域 ( 馴染みの良い・居心地の良いの圏域 / 隠されたもの・秘密

にされているもの ) に注目した。結論として、「不気味な」とは隠されたままに留まるべきなのに現

れてしまった状態と定義し、事例収集を行った。

4 | 恐怖に対するリサーチ4 | 恐怖に対するリサーチ

ジークムント・フロイト : Sigmund Freud
1856‒ 1939

⼈間の⼼の⼤部分は無意識の領域であることを発⾒、従来の
催眠治療に代わる「⾃由連想法」による治療技術としての精
神分析を確⽴。精神分析学の創始者

『恐怖の博物誌―⼈間を駆り⽴てるマイナスの想像⼒』
( 原題：Landscapes of Fear.)
イーフートゥアン著・⾦利光訳
本書で参照したのは右の通り：
⼦供の世界にある恐怖、⼦殺し、⼦捨て、虐待、未開（⾃然、飢饉）、
中世（悪魔、⼭や森、地獄、魔⼥）、亡霊、暴⼒、犯罪者、
都市（騒⾳、⽕事、⾻⾁の争い）、公開処刑、流罪、監禁、空間恐怖。

不気味なもの(1919)

1：言語の発達において「Unheimlich」(不気味な)の意味を探る。

2：「不気味な」ものの事例収集により、隠れた共通特性を探る。

→両者とも不気味なものは旧知なもの、昔から馴染みのものに起因する。

図：フロイトによる不気味なもの

ロビン・ウッドの”An Introduction to the 

American Horror Film”（1970）

図：イーフートゥアン『恐怖の博物誌』

「ホラーのジャンルの真の主題は、われわれの文明が「ホラーのジャンルの真の主題は、われわれの文明が

抑圧し、あるいは圧迫しているすべてのものを認識抑圧し、あるいは圧迫しているすべてのものを認識

することだと言うことが出来るかもしれない。」することだと言うことが出来るかもしれない。」

5 | ホラー映画における⼆つの恐怖5 | ホラー映画における⼆つの恐怖

スティーブンキング『死の舞踏：恐怖についての 10 章』より

「恐怖とは秩序や日常が崩壊する感覚だ」「恐怖とは秩序や日常が崩壊する感覚だ」

ホラー映画は時代背景を映す鏡となっている。

そこで 70 年以降を含めポストモダンホラー、近代ホラー、現代を俯瞰してみると人間の活動領

域の拡大や社会構造の背景を理由に、アイコンや舞台として立ち上げる事が判る。これらを通

して我々は個人や社会に抑圧された事象を体験することが出来る。

7| 仮説都市計画道路とホラー映画の類似性7| 仮説都市計画道路とホラー映画の類似性

抑圧された対象：
・ジェンダー・労働者階級・異⽂化
・他⺠族・異なるイデオロギー・⼦ども等

スクリーンを通して
「恐怖・脅威にさらされた⼈間」＝「犠牲者」を体験し、

個⼈・社会に対する権⼒の作⽤を浮彫にする。

魔⼈ドラキュラ (1931)
古い⻄洋の⺠間伝承発祥しながら
当時の性的欲求の暗喩。

フランケンシュタイン (1931)
科学技術の発展が信仰⼼を揺らがし、
⾝を亡ぼすという暗喩。

ナイトオブリビングデッド (1968)
ベトナム戦争における現地⺠にまぎれた
ゲリラ+サイレントマジョリティー

等々

また地理学者であり〈トポフィリア〉に挙げられる空間と自身の感覚を結びつくような現象を模索

してきたイーフートゥアンは、恐怖の原風景を探る『恐怖の博物誌』を刊行した。

これは筆者が世界中を巡る経験をもとに、「恐怖を感じるメカニズムに文化的な差異は見られるか」

という命題を俯瞰的に観察している。先のフロイトの『不気味なもの』を受けて、〈hiem〉という

単語が引き起こ建築分野においてアンソニー・ヴィドラ―『不気味な建築』続編である『歪んだ建

築空間』が挙げられる。建築心理学ともいうべき建築や空間の中に潜む恐怖や疎外感、不安に、

建築界において初めて論じた名著である。

・スクリーン上に
現れる

実存的な恐怖

・住宅たちが
切断された事件

その断⾯

・抑圧された権利や
社会構造

背景として恐怖

・全体主義的に
街を切断していく
都市計画道路

類似性

利や

怖

く

「 断 面 に 小 劇 場 を 発 見 す る 」「 断 面 に 小 劇 場 を 発 見 す る 」 「 そ れ は 保 存 さ れ て い る の か 」「 そ れ は 保 存 さ れ て い る の か 」そ こ に 公 園 が あ っ た こ とそ こ に 公 園 が あ っ た こ とそ こ に 公 園 が あ っ た こ とそ こ に 公 園 が あ っ た こ と

住 宅 + 小 劇 場住 宅 + 小 劇 場

S I T E 1S I T E 1

住 宅 + ラ ン ド リ ー住 宅 + ラ ン ド リ ー

S I T E 2S I T E 2

住 宅 + ギ ャ ラ リ ー住 宅 + ギ ャ ラ リ ー

S I T E 4S I T E 4

歩 道 橋歩 道 橋

S I T E 3S I T E 3

S I T E  1S I T E  1

S I T E  2 - 4S I T E  2 - 4

⽬⿊通り
⽬⿊通り

駒沢通り
旧⽬⿊区⽴第六中学校

品川⽤⽔路跡

住 宅 + ベ ラ ン ダ ・ 駐 車 場住 宅 + ベ ラ ン ダ ・ 駐 車 場 住 宅 + 金 工 作 家 の ア ト リ エ住 宅 + 金 工 作 家 の ア ト リ エ離 れ 離 れ に な る 公 園離 れ 離 れ に な る 公 園母 屋 を 失 う ア パ ー ト母 屋 を 失 う ア パ ー ト

板橋から大井町まで放射状に延びる都市計画道路「補助 26 号線」の用地取得対象地域。その中の目黒本町の約 1km の区間であり、残る 4

つの敷地で今まさに切断されようとしている。 切断されてもなおその場所に留まる選択肢を考える。

8| 概要8| 概要

都 市 計 画 道 路 に よ っ て 切 断 さ れ る 住 宅 た ち の 事 件 を 、
ホ ラ ー の 構 造 を 参 照 し な が ら 紡 い で い く 。
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計画線により隣家の大部分は切断され、
ベランダと堀込式の駐車スペースのみが

残ることが判明した。

そこで現存する隣の基礎高さまで
駐車場の曲線をつなげ、
屋根と背景を設える事で、

中空部分を含めて、
そこが小さな劇場空間に

見立てられるのではないか。

600mm

隣家は、
ベランダと階段室、

堀込式の
駐車スペースのみが残る

現存する住宅は、
水回りと玄関が消失する。

掘り込み式の元-駐車場から

隣の住居の基礎高さまでを緩やかに繋げる。

舞台の遮光用のカーテンが、正面まで回る。
一方の面では植物の生育に適した環境を作り、
カーテンが存在する目的が曖昧になる。

元-ベランダから
演者を照らす。

雨水排水のための既存側溝
緩やかな曲率の中で現れる垂直な面は、
舞台装置として読み替えられる。

二階上部はそれぞれの住居部分

（元-駐車場）は劇場の舞台と観客をつなぎ、
（元-ベランダ）は照明や背景幕・

吊物を操作する舞台の構成要素となる。

基礎部分を増打ちし、

元の躯体を半階分あげる。

■アパートの乾式の壁が、

艶やかな陰影を生む瞬間を考える。

ある視点に立つと、

影の明度のグラデーションが

見て取れる。

半透明な膜を設けることで、

奥まるほど焦点が乱れ、

内側のプライバシーが

確保される。

ランドリーを共有し、

大家も共同で管理を行う。

■コンセプト■コンセプト

|SITE2：住宅とランドリー|SITE2：住宅とランドリー|SITE1：住宅とギャラリー|SITE1：住宅とギャラリー

■アパートの機能を失うもの■アパートの機能を失うもの ■設計⼿法：対岸でキャッチボールを■設計⼿法：対岸でキャッチボールを

■設計⼿法：乾式の壁を艶やかに■設計⼿法：乾式の壁を艶やかに■既存図調査■既存図調査

■模型写真：1/50 模型

■ダイアグラム■ダイアグラム

元 ー 　 賃 貸 ア パ ー ト（ ６ 部 屋 の ワ ン ル ー ム と 母 屋 ）

アパートの母屋部分が無くなってしまう。

賃貸用のワンルームも斜めに切り裂かれ、本来の用途を満たせないだろ

う。大家はそれらを改修し、その土地の上で住まうことを決めた。

既存の乾式の壁を、個人の住宅のため艶やかに見せる方法を考える。

住宅の下部には、基礎部分を増し打ちし構造補強しながら、半地下にパ

ブリックの名残として共有ランドリーを設える。

上部では、切断面を外科手術のように半透明なシートで縫合する。

ワンルームが持っていた均質な壁面が、奥まるにつれて光の到達距離が

深まり、壁一枚毎の陰影が異なる。

ある視点に立つと、影の明度のグラデーションが見て取れる。

切断を肯定にしたことで生まれる構成。

■住宅と⾦⼯作家のアトリエ■住宅と⾦⼯作家のアトリエ

■既存図調査■既存図調査

■設計⼿法・ダイアグラム■設計⼿法・ダイアグラム

東急東横線（祐天寺－学芸大学前）に一軒の家と住宅の跡地があった。

取り壊された隣家を弔うかのように植物たちが添えられていた。

二軒を水回りのコア共有しながらを存命させる。

計画線により隣家の大部分は切断され、ベランダと堀込式の駐車スペー

スのみが残ることが判明した。

そこで現存する隣の基礎高さまで駐車場の曲線をつなげ、

屋根と背景を設える事で、そこは小さな劇場空間に見立てられた。

（元 - 駐車場）は劇場の舞台と観客をつなぎ、

（元 - ベランダ）は照明や背景幕・吊物を操作する舞台の構成要素となる。

( 元 - 駐車場 ) では、既存の侵入した雨水のための側溝が一線の舞台装置

と変わる。背景のカーテンが表側まで回り、植物たちを東側の日光から

遮光し環境を整える。置かれたオブジェクトたちが読み替えられ、目的

の主従関係が曖昧な空間。
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80
00

m
m

12280mm

3475m
m

m
m5

96
2

up

ベランダ

1F 平⾯図  S:1/100
断⾯図
S:1/100

3F 平⾯図  S:1/100

2F 平⾯図  S:1/100

ベランダから

演者を照らす。

雨水排水のための既存側溝

緩やかな曲率の中で現れる垂直な面は、

舞台装置として読み替えられる。

二階上部ではAさん宅の週末住宅

舞台の遮光用のカーテンが、正面まで回る。

一方の面では植物の生育に適した環境を作り出しており、

カーテンが存在する目的が曖昧になる。
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家型の矩形がくり貫かれたように見える。

金工作家がオブジェを制作している。

岩の脇に扉が据え付けられている。

家の中に急に視線が抜ける箇所がある。

ベッドルーム

個室

リビングルーム

レクチャールーム

ベッドルームベッドルームベッドルームベッドルームベッドルームベッドルーッドルッドルームベッドルル
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|SITE3：歩道橋

■離れ離れになる公園■離れ離れになる公園

ピ ッ チ ャ ー
マ ウ ン ド

ピ ッ チ ャ ー
マ ウ ン ド

新設された道路のうえを

ボールが走る、

アイロニーな場所。

取りこぼれたボールは、

屋根勾配を伝って戻る。

南北に分断された公園。

時折ボールの転がる音、

大きな声量の

掛け合いの気配がする。

ボールの軌道に近似した

トラストランガーのアーチ。

近隣住民以外には、

歩道橋のフリをしている。

■設計⼿法：対岸でキャッチボールを■設計⼿法：対岸でキャッチボールを

■設計⼿法■設計⼿法

■住宅と⾦⼯作家のアトリエ■住宅と⾦⼯作家のアトリエ

元 ー 　 住 宅（ 取 壊 し 済 ） + 住 宅（ 金 工 作 家 の ア ト リ エ ）

① 通 り か ら は 何 か が① 通 り か ら は 何 か が
　 取 り 除 か れ た よ う に 感 じ 、　 取 り 除 か れ た よ う に 感 じ 、

② ギ ャ ラ リ ー で は 躯 体 が② ギ ャ ラ リ ー で は 躯 体 が
　 保 存 さ れ て い る 事 を 知 り 、　 保 存 さ れ て い る 事 を 知 り 、

③ 屋 根 に 登 る と 、 そ れ ら は③ 屋 根 に 登 る と 、 そ れ ら は
　 切 断 さ れ て い た 事 が 分 か る　 切 断 さ れ て い た 事 が 分 か る

平⾯図  S:1/200

2F S:1/200

断⾯図 S:1/200

3F S:1/200
家型の矩形がくり貫かれたように見える。

既存躯体

住宅1
計画線に北東部が触れたために

現在では取り壊し済み

二つの住宅を
構造用・遮音用の壁を

隔てて共存させる

住宅2
金属オブジェを作る金工作家のアトリエ
住宅の大部分が計画線の外側に。

作家の作品を保管兼展示を行う。

通りから見ると
家型の矩形が

くり貫かれたように見える。

①金工作家がオブジェを

　制作している。

②二階部分で

　作家の作品を保管兼展示を行う。

③壁の内側に繋がる階段がある。

⑤レクチャースペースに登ると、

　手前の家が切断された状態で

　あることが気付く

④横に目をやる、ここで初めて

　別の住居も保存されて

　いることが分かる。

構

住宅(切断後)

構造用外皮■リサーチ・既存図作製■リサーチ・既存図作製

■設計⼿法・ダイアグラム■設計⼿法・ダイアグラム

|SITE3：歩道橋 |SITE3：住宅とギャラリー|SITE3：住宅とギャラリー

南北に奥行がある公園。

その中央を新設される道路が抜けていく。

そこにあった遊具は無くなり、既存の背の高い樹木達も伐採されてしまう。そんな木々

の存在感を残しながら、

そこが公園であった事を伝え続けるにはどうすれば良いか。

まずは新しい道路を見渡すための（歩道橋のフリ）をすることにした。

近隣の子供たちだけは知っている。

架けられたアーチ内部の中空でキャッチボールが出来ることを。

それそれの橋桁の上部にピッチャーマウンドがある。相手の胸元が見える。

まるで空を舞うボールだけが、その場が公園であった事を覚えているような。

下を走る自動車に対してのアイロニーな場所。

計画線はその線の内か外かのルールのみで、住宅の余命を決めてしまう。

ある建物は幅 2ｍの角が線に触れたため、取り壊され立ち退きとなった。

隣の金工作家の家も、アトリエの大部分が切断される運命にある。

スタディにより住宅が切断されるとき、

家型モチーフの断面が生まれることが分かった。

そこで大きな膜と構造用合板で二軒の家を接合し、家型の開口を補強する。

内部は金工作家の作品を巡るギャラリーの計画とした。

一見通りからはマッシブな物体から住宅が取り除かれたように感じ、内側のギャラ

リーでは住宅が保存されており、最後にはそれが切断により生まれたものだと分かる。

その地面・住宅に起きた事件の把握を巧妙に遅らせ、

仕組みを知る前に、不穏さを駆り立てせ、新たな知覚を獲得する。

■模型写真：1/50 模型

中央を分断される公園。

そこが公園であった事を伝え続けるにはどうしたら良いか。

まずは新しい道路を見渡すための（歩道橋のフリ）をすることにした。

まるで空を飛び交うキャッチボールだけが元 - 公園を繋ぐ言語となるように。


